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農産物輸入の動向

<農産物輸入の伸びは鈍化>

我が国の農産物輸入は，食料消費構造の変化を伴う需

要の増大から増加傾向で推移している。これを，農林水

産省「農林水産物輸出入の数量・価格指数」によりみる

と，我が国は48年まで経済が好調であったこともあり，

農産物輸入数量は，年率で， 30"-'40年間は9.9%増， 40 

"-'48年間は10.2%増と着実な増加を続けた。しかし， 48 

"-'54年間は輸入価格の高騰に加え，インフレと不況によ

る食料需要の減退等から年率2.3%増と伸びは大きく鈍

化し， 54"-'59年間においても，食料消費の伸び、悩み等を

反映し， 1.9 %増と引き続き低い伸びにとどまった。

近年の農産物輸入の動向を年をおってみると， 48年の

輸入数量指数は過去の増加基調が続き，前年比14.8%増

と大きく増加し， また， 輸入金額も前年の1.6倍とな

り，世界貿易額のほぼ1割余を占めるに至った。 しか

し， 49年に入ると，我が国も欧米諸国と同様にインフレ

と不況に見舞われ食料需要が減退したことに加え，農産

物輸入価格も著しく上昇したため，多くの品目が減少に

転じ輸入数量は8.1%減と減少に転じた。 50年にも，

畜産生産活動の遅れ等から飼料穀物の輸入が減少したこ

ともあって，全体としての農産物輸入は 6.4%減と前年

に引き続き減少した。

51年に入ると，畜産生産活動の本格的な回復を反映し

て飼料穀物の輸入が増加し，畜産は生産活動の回復が生

産増加をもたらすまでに時間を要することもあって国内

の枝肉生産量が前年を下回ったため食肉の輸入が急増し

た。これに加えて需要の回復に伴う大豆輸入の増加，前

年に引き続くコーヒー豆の輸入増等もあって全体として

農林水産大臣官房調査課

田村修

の農産物輸入は13.3%の増加となった。 52年は，食料消

費の伸びの鈍化や国内畜産物生産の増加によって前年比

4.1 %増と伸びが鈍り， 53年も前年と同様4.1%増とな

った。 54年には，飼料穀物，牛肉等が需要増大によって

引き続き輸入増加となったことや，前年に落ち込んだ粗

糖及びコーヒー豆の輸入が回復したこと等により，全体

では8.5%増とやや伸びを高めた。

55年に入ると，農産物需要の停滞や輸入価格の高騰な

どから多くの品目で減少となり，全体では3.8%減と50

年以来の減少となった。しかし， 56年には，食肉，生鮮

果実，し好食品等の増加から1.8%増とわずかながらも

増加に転じ， 57年も輸入価格が総じて下落したことや前

年大きく減少した砂糖類が大幅に増加したこともあって

2.7%増と引き続き増加し， これまでの最高であった54

年の水準を上回った。

58年は，麦類，食肉類が増加したほか大豆も前年に引

き続き増加した三とから全体では4.2%増となり， 59年
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も，飼料穀物，生鮮果実，食肉類等の増加から 4.9%の

増加となった。

く砂糖類，蚕糸の輸入は減少>

主な品目別に輸入の動向をみると，

穀物その調整品については，小麦製品の需要増加や畜

産生産の増加に対応した飼料穀物需要の増加等から，年

率で， 30~40年間は 6.2%増， 40~48年間は 6.7%増と

増加を続け， 48~54年間は 4.5 %増と伸びはやや鈍化し

たものの堅調な伸び、を続け』た。しかし， 55， 56年と畜産

生産の停滞を反映して飼料穀物輸入が減少したことから

伸び悩み，その後，畜産生産の回復を反映して輸入は増

加したものの， 54~59年間の輸入は年率1. 8 %増と伸び

は大きく鈍化した。

果実その調整品については，食生活の向上，多様化等

を背景に輸入は大きな増加を続けてきたが，近年その仲

びは大きく鈍化している。 30~40年聞は，パナナ，パイ

ンアッフ。ルの輸入自由化などから年率で31.5%増と著し

い増加を示し， 40~48年間も，グレープフルーツの輸入

自由化もあって年率15.6%増と大幅な増加を続けた。し

かし， 48年以降，輸入果実の大宗を占めるパナナの需要

が減退したことなどから， 48~54年間では年率 4.3%増

と仲びが大きく鈍化し， 54~59年間においても，オレン

ジ及びオレンジ果汁の輸入枠の拡大はあったものの，パ

ナナの需要減退等を反映して年率で2.6s%増と低い伸び

にとどまっている。なおう 59年の輸入については，オレ

ンジの輸入枠の拡大に加え，前年輸入先国の干ばつの影

響から大きく減少したパナナ，パインアップルが生産の

回復により増加したこともあって 9.4%増と比較的大き

な増加となった。

野菜その調整品については，年による増減はあるもの

の順調な増加を続けている。輸入量は3 年率で，30~LlO 

年間は8.6%:b曽， 40~48年間11.4%増， 48~54年間は8.6

%増となっており，5Ll~59年間においても，他の品目の

輸入の仲びが大きく鈍化しているなかで8.0%増と比較

的高い増加を続けている。

砂糖類については，年率で，30~LlO年間は 7.0%増，

40~48年間は 3.3%増と増加を続けたが，その後，甘味

ばなれ等を背景に需要が減退したこともあって49年をピ

ークに減少傾向となり， 48~54年間は 0.3%減， 54~59 

年間は 5.6%減となった。

植物性油脂原料・油脂については，その大宗を占める

大豆が，大豆油や飼料用としての大豆かすの需要の増大

から増加し，年率で， 30~40年聞は 8.6%増， 40~48年

間は 9.9%増と順調な伸びを続けたが，その後，食用油

の需要の伸び悩みなどから伸びが鈍化し， 48年以降は年

率1.7%の増加にとどまっている。 58年は，最大の輸入

先国であるアメリカが熱波の影響を受け大減産となった

ことから先高を見込んだ仮需の発生により12.0%増と

なったが， 59年はその反動もあって 6.6%減となった。

畜産品については， 48年にかけては3 畜産物の需要の

増加等を背景に，年率15%前後の大幅な増加を続けた

が，その後，国内生産の増加や需要の伸びの鈍化等から

48~54年間は1. 8 %増， 5 ，1~59年間では 2.2%増と仲び

は大きく鈍化している。

蚕糸についてはラ高度経済成長下において，高級化志

向の強まりによる需要の増加から，年率で， 30~40年聞

は16.9%増， 40~48年間では37.1%増と著しい増加を示

した。しかし，生活様式の変化等を背景として生糸消費

が47年をピークに減少にjl~ じたことから，輸入量も年率

で，48~5Ll年間は 8.5%減， 54~59年間は10.8%減と大

きな減少が続いている。

以上のように，全体的に農産物輸入の仲びが鈍化する

なかで，穀物その調整品のなかではマカロニ，スパゲッ

ティ等がイタリア，アメリカ等から，野菜その調整品の

なかではこなす， らっきょう等のつけ物材・料や冷凍野菜

が東南アジア等からそれぞれ輸入が増加している。この

ように，近年の農産物輸入は，総体として量的拡大が鈍

化するなかで品目によっては大きく増加しているものも

あり，こうした動向は，国民の食生活が量的にはほぼ満

足し得る水準に達したなかで，我が国の食料消費が多様

化していることを反映したものとみられる。

<農産物輸入をめぐる問題>

前述したように，我が国の農産物輸入は経済の高度成

長とそれに伴う食料需要の増大や需要構造の変化に対応

して大幅に増加し，農産物の純輸入額は55年には 3兆円

を越え，農業総産出額に対する割合も約3割に達してい

る。この水準はEC諸国と比べてもかなり高く，カロリ

ー自給率も低下している。

この結果，我が国の食料供給の海外依存は大幅に強ま

っている。世界の農産物貿易に占めるシェアも58年で小

麦6%，飼料穀物19%，大豆19%等と高いものになって

おり，我が国はソ連と並ぶ世界の農産物輸入大国となっ

ている。

一方，我が国農業においては，大幅な自給率の低下，

多くの農産物についての厳しい生産調整の実施等多くの

問題点をかかえており，また， 48年以降農産物輸入は，

食料消費の伸びの鈍化に伴い，その伸びが鈍化してい

る。

こうした状況のなかで，近年，世界経済の低迷，我が

国の貿易黒字幅の拡大等を背景に諸外国との貿易摩擦問

題が厳しさを増しており，農産物についてもその市場開

放が強く要請されるようになっている。
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⑥お詫び⑨

9月号青木宏史様の所属名が誤っておりましたので、

右の通り訂正してお詫び申し上げます。

キュウリの台木としての

アレチウリの特性 (2)
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3. キュウリの作型男IJの栽培特性

アレチウりはキュウリの台木として親和性の高いこと

が明らかになった。一方アレチウリそのものはフサリュ

ウム菌やネコブ線虫などの土壌病害虫に抵抗性であり，

しかも低温仲長性が高く，吸肥力も強いことから，台木と

して年聞を通じ各作型に利用できるものと考え，作型別

の栽培特性をその作型の慣行台木と比較して検討した。

促成栽培は11月1日に王金促成をまき， 1月下旬から

5月中旬まで収穫した。半促成栽培は 1月10日にときわ

光3号Pをまき， 3月下旬から 5月下旬まで収穫した。

夏栽培は 5月20日に神緑2号をまき， 7月上旬から 8月

中旬まで収穫した。抑制栽培は8月5日に夏秋節成2号

をまき， 9月下旬から11月中旬まで収穫した。越冬栽培

は9月1日に王金越冬をまき， 10月下旬から 1月下旬ま

で収穫した。 トンネル栽培は 3月18日にときわ光3号P

をまき， 5月下旬から 7月中旬まで収穫した。

促成栽培では， 1作目のアレチウリの生育は過繁茂に

なり初期収量が低下したが， 2作目から温度管理の適正

化(2 oc程度低下させる〉によって，草丈は大差なかっ

千葉県農業試験場北総営農技術指導所

砂地野菜研究室長青木宏史

たが，節間長が短かくなったため，節数は 8%多くなり

葉長は35%，側枝数は50%多くなり，収量も初期は12%，

全期は18%の増加となった。半促成栽培ではし 2作と

もほぼ同傾向を示し，アレチウリの生育は，草丈と葉数

が3'"'-"5%，業長と側校数が20%程度多くなるにとどま

ったが，収量は初期から15%の増加となった。夏栽培の

1作目はアレチウリの草丈がやや低く，葉長が10%多か

ったが，他は大差なく，収量は20%増加となった。 2作

自の生育はほぼ同等であったが，収量は20%増加となっ

た。抑制栽培の 1作目は，アレチウリの生育が育苗中か

ら明らかに劣り，定植後もその傾向を維持し，収量は全

却jでは大差ないものの，初期では10%少なかった。 2作

目もアレチウリは育苗中から劣ったが，定植後は大差な

く，収量も初期では同等，全期では8%の増加となっ

た。越冬栽培ではし 2作ともほぼ同傾向を示し，アレ

チウリの生育は葉長。側校数などややまさり，収量は16

%の増加となった。 トンネル栽培で、は2作自のアレチウ

リには， 1作自に見られたつる枯病はみられず，生育は

やや劣るものの収量では大差なかった。

以上の結果から低温JWを経過する作型ではアレチウリ

の生育促進効果は顕著であるが，高温期を経過する作型

ではその効果が低下するところから，短日植物であるア

レチウリはその生態的特性から耐寒性は高いが耐暑性は

やや劣るものと思われた。しかしいずれの作型でも収量

はまさるか，同程度であるところからアレチウリは台木

としてカボチャに代り得るものであり，周年栽培も可能

と思われた。
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第 4表キュウリの作型別生育特性 (1975~76)
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573 41.3 4，196 15.4 1，435 72.8 

702 74.0 

795 一一一一 75.1

398 24.1 2.755 8.4 930 74.2 

371 23.8 2，758 6.8 763 77.8 

273 24.7 2，584 13.8 1，405 64.2 

205 29.3 3，125 11.4 1，132 72.0 

533 32.8 3，443 10.7 1，163 75.4 

362 31. 5 3‘462 9.8 1，028 78.2 

第 5 表作型別キュウリの生育特性 (1976~77)
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190crn 22. 8，fX 27.8 

23.5 

28.7 

25.8 

28.3 

26.7 

25.2 

7 .5 Jj~ 

192 

200 

198 

182 

179 

202 

198 

188 

193 

228 

234 

23.3 

23.4 

24.0 

20.3 

21. 0 

19.8 

19.5 

20.7 

21. 5 

30.2 

31. 3 

22.3 

26.3 

18.7 13.2 

23.4 13.6 

21.7 17.0 

23.0 16.0 

21.5 16.8 

21.5 15.0 

22.8 16.2 

20.0 14.3 

21.5 9.8 

20.7 22.7 

21.2 21.6 

調査株数10株

20.2 

24.8 

21. 3 

23.6 

4. 7レチウリ台キュウリの管理法 に多かった。そこで肥料反応をみるため，かん水点と施

従来の台木であるカボチャより葉色は濃く，大葉にな 肥量を組合せたところ，第 1図のとおりカボチャ台は多

るところから，まず養分吸収量を求めた。その結果第6 かん水の pF2;Oがまさり，元肥の施肥量も多肥 (3.0kg/

表に示すとおり，いずれの要素においても，またいす・れ a )，中肥 (L5kgja)，少肥 (0.75kg/ a)の順で，多肥

の部位においてもアレチウリ台はカボチャ台より明らか ほど多収であったが，アーレチウリ台はpF2.0の多かん水
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作型別キュウリの収量特性 (1976"-'77) (株当たり〉

キJ) JtIj I1λ 員全※ 札u正、、、 11x. Igi-a t 

i'p 主り -ILI 、 本 J'，物 トー ヰ知 ト物 ド物 !-.物
11~1 t% ili" tft 11，¥j t~ Jfi~ :}i{ {陶芸t JR j事 11M 数 :ffi: :M: 果E半三

。t )1比
クロタネ 14，6 1，432 g 2，4 221 g 64.3 6，252 g 23，6 2，242 g 73，2% 
アレチウリ 16，5 1，625 3，0 274 74，0 7，393 24，2 2，305 76，8 

‘1" {}!': JJX: 
新 L 1'， 16，8 1，767 6.0 572 56.3 5.802 17.3 1.670 76.5 

アレチウリ 19.0 2，050 5.8 543 61. 2 6，330 18.5 1，722 76.8 

五L
新 1'. {/，・ 28.7 4，022 11. 2 1，326 71. 9 

アレチウリ 32.2 4，512 11. 0 1，352 74.5 

iIjJ HJI1 
新 :1'. it 12.8 1，490 3.3 382 25.3 2，643 6.5 713 79.6 

アレチウリ 12.6 1，502 3.5 380 27.2 2，892 7.2 736 79.1 

1也 4、4 
クロタネ 8.3 812 2.7 256 28.6 2，996 12.0 1，180 70.4 

アレチウリ 9.2 908 2.0 200 32.8 3，458 12.7 1，205 72.1 

トンネル
新 L 仏 18.8 1，985 5.5 521 46.5 5，072 16.2 1，762 74.2 

アレチウリ 18.0 1，980 5.0 490 45.8 5，104 16.4 1，760 73.6 

;u※j以後!f，iめから 1ヵ11

は一致していたが肥料反応は鈍感で，この施肥量の範囲

では大差なかった。生育もほぼ同様の傾向を示し，台木

間では明らかにアレチウリ台がまさった。したがって施

肥量は従来のカボチャより20%程度節減できるものと思

われた。また現地で'ECが 2.5mS以上になりカボチャ

台は萎ちょうしたハウス圃場でアレチウリ台は外見的な

障害は認められなかったとし、う報告があることから肥料

反応にきわめて鈍感であるものと思われた。

アレチウリ台のキュウリの夜温管理法を知るため， 15 

OC， 12.50C， 100Cの自動調節温室でグログネ台と比較栽

培した。その結果グロダネ台では15
0

C，12.5
0

C， 10
0

Cの

順で，夜温が高いほど生育収量は勝ったが，アレチウリ

台では100Cは劣るが， 12.50Cと15
0

Cの差は認められなか

第 1図台木別の濯水点・施肥量と収量
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った。しかもアレチウリ台の10
0

Cとグロダネ台の15
0

Cが

同等であったことから，アレチウリ台の適温は12
0

C前後

で，従来のカボチャ台より 2"-'3 oC低下できるものと思

われた。

5. 耐低温性

第8表は-20C， -30Cの冷蔵庫に鉢植えの台木別の

スイカ，キュウりを 2"-'5時聞入れて葉に発生した障害

の程度で耐低温性を比較したものである。その結果，キ

ュウリはクロダネ台が最も弱く， -2
0

Cに3時間あたっ

ただけで、葉に障害がで、きたが，白菊座と新土佐は 5時間

であった。これに対しアレチウりは-20Cでは発生しな

かった。-2
0

Cに3時間あてた苗の10日後の生育をみた

ところ，アレチウリ台は無処理と大差なかったが，白菊

座と新土佐は40%減，グロダネは半分程度であ

った， -30Cではグロダネは 2時間，白菊座と

新土佐は 3時間，アレチウリは4時間で障害が

発生した。

このようなアレチウリ台のキュウリの耐低温

性をみるため，第 6表に示した植物体の無機養

分の他，溢泌液の養分も分析した。第9表に示

されるように無機養分は植物体とほぼ同傾向を

示し， Nを除いてはかなり多くなった。しかし

有機養分は両台木ともほとんど変らなかった。

したがって根の吸肥力によって無機養分の吸収

量が多くなり，キュウリの体内溶液濃度が高ま

り，細胞液の浸透圧が高まって耐低温性が高ま

るものと思われた。

6. ネコブ線虫抵抗性

第2図に示した写真は5月まきの夏栽培にお

けるネコブ線虫の付着状況である。アレチウリ

の根にも多少付着しているがゴール数は少なく

また，きわめて小さし我々素人目には見分が

fこ
37 

36 ;1又

J主 35 
ヨド
34 

芸文

:iuur門
凹177πmJI印
タ中少 P 20  (PF) 

施肥量 タ o 2.3 
2. 土壌水分

古 川木 アレチウリ ~)i' .::1". fた
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てしまうものである。第

11表は 3月定植の汚染ハ

ウスに40日間栽培したキ

ュウリとスイカの台木別

のネコ ブ線虫の付着状況

である。ゴール数でトみる

と，アレチウリはキュウ

リで白根の5%弱，スイ

カでユウガオの10%弱に

とどまった。しかし幼根

であるとネ コプ線虫は付

着しやすいので，床土は

完全に消毒する必要があ

る。

7. つる割病抵抗性

第13表はキュウリ，メ

ロン，スイカ，ヘチマな

どの各種フザリュウムを

根に接種し，体内に移行

する状況をみたものであ

る。この結果いずれもほ

つかないほどで実用的にはまったく支障はなし、。この抵 ぼ抵抗性と思われる。これは野菜試験場に依頼して検定

抗性は根に線虫が浸入しても増殖できず，やがて死滅し した結果であるが，千葉農試病害虫研究室でも同様の結

第3図 アレチウリの生育状況 果を得，さらに苗立枯病のリゾクトニア菌に

も抵抗性であることが分った。

しかしピシューム菌や立粘性えき病のフィ

トヒトラ菌などの糸状菌に抵抗性がない。し

たがって種をまいた後や高瓶期の定植後には

ダイホルタンの 600倍液をかん注する必要が

ある。

8. 接ぎ木の安定化

第14表は接ぎ木時の匪車IUの太さなどを示し

たものである。一般にキュウリでは呼び接

ぎ，スイカではさし接ぎをしているが，アレ

チウリは匹軸が細く，中の空洞が大きい。 そ

こで呼び接ぎでは種まきを従来の台木より 4

ぐ株当たり) ----5日早く行い，アレチウ

リが発芽してからキュウリ

の種子をまくと接ぎ木し易

い太さになる。

9. 発芽の安定化

アレチウリは野草であ

り，水際に生育するところ

から種子が吸水しでも一斉

に発芽するという栽培種に

みられるような形質は持ち

(6) 
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第 71表台木別キュウリの夜温と生育・収量

抗j芯a~lj:のノ 1 : 脊 (4 Ji 9 lJ) 

中-j丈業数葉士一

218.3cm 26.5枚 16.2cm

230.0 27.8 17.0 

244.6 29.9 17.4 

223.2 28.5 19.2 

235.3 29 . 1 20. 3 

231. 1 29.2 20.2 

カボチャ

，'11 
in且

;u※以権針iめから 1ヵJJ。※※ 3J J 12 1I -5 J J 31 11 

ttバ足長※※
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12.0 1，285 
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戸主4

て「ー

2 'c や111主Ht:※ n.' アレチウリは帰化して間もないが，すでに北海道を除
制獄l 台本 一一一一一一

2h 3h 4h 5h 草丈葉紋 2h 3h 4h 5h く，日本各地に自生しているといわれる。千葉県の自生

cm 

ス'Fli土f!， - 45.6 8.7 ー十廿州
イ
ヵ ユウガオ一一 42.3 8.1 ー 十イ .Hi

アレチウリ -61.5 11.2 一

+ 38.6 5.8 一

+ .!ti 

廿村t IHt (.'1 京j I.̂h 

士新土f!，一 十 35.5 5.6 一 11 十H トIH

7 クロタネ ート + + + 27.4 4.5 十 HI 十H HH 
アレチウリ 一一 52.0 7.3 ー 十円l

i主)※-2 'c". 3 h区の10日間lのや11長長

合せていない。硬実で川に落ちても安全な岸辺につくま

で発芽しないようにできている。そこで硬実を破り一斉

に発芽させるためには種皮を傷つけるしかない。現在や

られている方法は大型の爪切りで /ζ布 一…/ (L. この ~'m5)- を

種皮の一部を切り落してから播種r 7下........)~切りで孫
¥..__/ とす

す る。---

第9表 台木別キュウリ溢泌液の分析

地を調査しても年によって繁茂状態が異なり，全滅する

場合もみられるが，その原因が立枯性のえき病などの病

害により，場所による差が大きいところから，アレチウ

リの形質の産地問差も大きいものと思われる。そこで，

誉回，入間川，阿武隈川，旗川，渡良瀬川の 5か所の自

生地産と誉回のとり返しの採種(大粒A，小粒B)2系

統について台木としての特性をみた。その結果接ぎ木適

性は阿武隈川が誉回系とほぼ同等でそろい，生育促進・

増収効果がすぐれていた。他の産地では第15表に示すと

おり，萎ちょうしたり枯死したりする不親和系が30~40

%混入していた。フザリュウム， リゾクトニア， ピシュ

ームによる抵抗性の検定を行ったが，フザリュウムとリ

ゾグトニア抵抗性は誉田系が最もすぐれていた。これは

アレチウリ自生が比較的古く，自然発生による病害の陶

汰を受けていたためと思われる。

11.おわりに

ウリ科果菜の専作栽培の施設や圃場では

毎作作付前に必ず土壌消毒をしていたが，

アレチウリ台木利用によってそれが不用に

なればその薬剤費や労力，さらに消毒のた

めの準備や消毒後の放置期間も省略でき能

{l絞:if1img100m 1 

~lg ~~!f.Ii j~}じれn 品Ili{~ñ主 立ii可LiI~

24hJl 知機縫うippm 
fi 木

i~lií，~.ll:. 1¥ K Ca 

クロタ不 124cc 21.86 5.0 101 184 

アレチウリ 135 19.34 5.94 173 248 

48 48.2 6.6 64.6 35.9 

88 45.6 2.9 68.4 39.8 

第10表台木別キュウリ溢泌液

の凍結時間(-70C) 

白木 材;氷初期l 凍結

クロダネ 42分 105分

アレチウリ 65 133 

率化できょう。最も大切なことは圃場の生物環境を破壊

しないことである。このような時代がくるよう再度検討

中である。

第11表 ネマトーダ汚染ハウスにおける生育

穂 台木
J也 | コール

草丈:菓数葉重非;重側技量古1，重ー恨草 数/株

cm g E g g g 

アレチウリ 132 23 136 172 215 523 12.5 43.8 
キュウリ

I~I m 125 23 115 150 120 385 21. 3 1150.0 
アレチウリ 111 18 41 44 45 130 3.5 138.7 

スイカ
ユウガオ 123 16 62 23 147 10.7 1462.7 

第12表 は種後30日苗のネマトーダ付着状況 第13表 つる割病の抵抗性検定(野菜試〉

I示 疑l J仁L、I オ三 十'N 1ft: 主葉m:
ゴール レース 10日後 201:1i麦
1fr t~ 

キュウリ
g g 

サツマイモ アレチウリ 0.17 2.1 22.3 C 731501 

不コフ クロダネ 0.23 7.5 46.9 スイカ
キ タ アレチウリ 0.18 2.8 4.2 メロン
不コフ クロダネ 0.28 8.2 10.0 

アレチウリ 0.33 
ヘチマ 」一

ネグサレ 寄生頭数/組10mm
クロダネ 0.57 ユウガオ 十 十
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産地別アレチウリ台の収量(10株当り)(7 月 4 日 ~8 月 16 日〉

i: 怯{~ ，i!"(合i!!lJ校)

l. 物 1; 物 |物 卜物

W，I ~'\ I示 ;ï~ !lol 数 示 :I~ !1M t'(民 M !lol t'( 示 :，k ¥ d:')ょう打、 llli死株
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。研究所組織変更についてのお知らせく>

チッソ旭肥料株式会社

二戸

平素は格別のお引立にあずかり厚く御礼申し上

げます。

さて，このたび、9月30日付をもって弊社富士肥

料研究所を発展的に解消し，その機能を両親会社

であるチッソ株式会社及び旭化成工業株式会社に

移管することに致しました。

昭和42年6月，富士共同肥料研究所として発足

以来18年にわたって活動を継続し，その間，

ティング肥料，棒状肥料，園芸床土材等々の開発

が出来ましたのもひとえに皆様方の暖かし、ご支援

<移転先>

株式会社

肥料研究所

げ
れ
ド

白
広

とご指導の賜と心から感謝しております。

今後は時代のニーズに応え，肥料の研究活動を

更に充実，強化するために両親会社の蓄積された

総合技術力をより有効に活用することが急務と考

え，このたび、新体制へ移行することにした次第で

す。何卒，事情ご賢察の上，旧に倍してご支援ご

鞭撲を賜わりますようお即応、申し上げます。

尚，弊社の技術に関するご照会ご用命は従来通

り技術部及び各支!吉各営業所にて承りますので念

のため申し添えます。

代表取締役社長

コー

福岡県北九州市戸畑区大字中原字先の浜46-70

九州化学工業株式会社戸畑工場内

093-883-2 4 0 1 

干804ソチ ‘Y 

1 

1 

県富士市鮫島 2

0545-63-7 7 

言古

岡

話

電

静

電

干416旭化成工業株式会社

富士支社肥料工場 技術担当 。


